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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益や雇用・所得環境の改善に加え、個人消費も底堅

く、緩やかな景気回復が続きました。海外においては、地政学リスクや保護主義政策への懸念はあるものの、概

ね堅調に推移しました。 

当社グループを取り巻く環境は、太陽光発電市場など新エネルギー分野は概して低調だった一方で、ＥＶをは

じめとした電動車両などで注目を集めるモビリティ分野は、好調に推移しました。 

このようななか、当第３四半期連結累計期間では、新エネルギー事業での市況低迷や、その他セグメントで一

部商流変更を進めたことなどに伴う減収影響があったものの、デバイス事業と電装事業が好調に推移し、売上高

は679億１百万円（前年同期比4.0％増）となりました。利益面は、デバイス事業と電装事業が全体収益をけん引

し、営業利益は60億52百万円（前年同期比140.0％増）となりました。また、前年同期から為替差損が縮小した

ことなどにより営業外収支が改善し、経常利益は64億35百万円（前年同期比217.7％増）、親会社株主に帰属す

る四半期純利益は49億52百万円（前年同期比219.9％増）となりました。

 

セグメントの業績は次のとおりであり、セグメント間の取引については相殺消去して記載しております。

なお、第１四半期連結会計期間より、在外子会社の収益及び費用の換算方法を変更しております。当該会計方

針の変更は遡及適用され、前年同期比較にあたっては遡及適用後の数値に基づき算出しております。

 

①デバイス事業 

デバイス事業の売上高は256億31百万円（前年同期比13.0％増）、営業利益は34億12百万円（前年同期比

46.2％増）となりました。

家電市場では、販売が好調な空調機向けなどが伸長しました。加えて、自動化・省人化投資で活況な産業機

器市場、電子化が進展する自動車市場が好調に推移したことで、増収となりました。損益面においては、増収

や増産効果などにより増益となりました。 

②電装事業 

電装事業の売上高は360億83百万円（前年同期比8.5％増）、営業利益は64億28百万円（前年同期比99.7％

増）となりました。

主力のアジア二輪車市場では、低調だったインドネシアの市況が好転しはじめたほか、ベトナムやインドで

は旺盛な需要を背景に好調に推移し、増収となりました。損益面においては、増収効果や製品構成の変化をは

じめとした採算性の改善に円安効果も加わり、増益となりました。 

③新エネルギー事業 

新エネルギー事業の売上高は52億77百万円（前年同期比24.6％減）、営業損失は13億47百万円（前年同期は

７億61百万円の損失）となりました。

低調な太陽光発電市場は、新たな取組みとして前期にスタートしたＯ＆Ｍ（オペレーション＆メンテナン

ス）ビジネスが徐々に寄与しつつあるものの、パワーコンディショナの販売が減少したほか、通信市場におい

ても電源設備の更新が進まず、減収となったことで、損失拡大となりました。 

④その他 

その他の売上高は９億７百万円（前年同期比61.8％減）、営業利益は51百万円（前年同期比144.1％増）と

なりました。

 

（２）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末の総資産は1,335億89百万円（前期末比50億59百万円増）となりました。これ

は、主に有価証券や現金及び預金が増加したことなどによるものであります。

また、負債は743億54百万円（前期末比１億71百万円減）となりました。これは、主に長期借入金や製品保証

引当金が減少したことなどによるものであります。

純資産は592億35百万円（前期末比52億30百万円増）となり、自己資本比率は44.3％となりました。

以上の結果、１株当たり純資産は5,750円70銭となりました。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

連結業績予想につきましては平成29年11月６日に公表いたしました業績予想から変更しておりません。 
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２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループは、連結財務諸表の期間比較可能性及び企業間の比較可能性を考慮し、日本基準に基づき連結財務

諸表を作成しております。

国際会計基準（IFRS）の適用については、同基準の理解・習得、日本基準とのギャップ分析、導入における影響

度調査等の取組みを実施しており、それらの内容を踏まえつつ、国内外の諸情勢を考慮の上、適用の可能性や時期

等を検討してまいります。
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３．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成29年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 33,691 34,736 

受取手形及び売掛金 19,257 18,539 

有価証券 5,000 7,000 

商品及び製品 6,615 7,140 

仕掛品 3,810 4,092 

原材料及び貯蔵品 8,386 8,781 

繰延税金資産 719 786 

その他 3,733 3,405 

貸倒引当金 △21 △19 

流動資産合計 81,192 84,462 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 8,878 8,427 

機械装置及び運搬具（純額） 7,490 7,282 

土地 6,011 5,956 

リース資産（純額） 571 751 

建設仮勘定 680 1,334 

その他（純額） 1,385 1,522 

有形固定資産合計 25,017 25,274 

無形固定資産    

のれん 14 － 

ソフトウエア 676 887 

リース資産 16 8 

その他 583 655 

無形固定資産合計 1,292 1,551 

投資その他の資産    

投資有価証券 14,334 16,595 

繰延税金資産 6,021 5,075 

その他 722 680 

貸倒引当金 △50 △50 

投資その他の資産合計 21,028 22,301 

固定資産合計 47,338 49,127 

資産合計 128,530 133,589 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成29年12月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 14,282 14,274 

短期借入金 7,293 7,475 

1年内償還予定の社債 150 400 

リース債務 211 232 

未払法人税等 340 697 

賞与引当金 928 － 

その他 4,989 6,204 

流動負債合計 28,195 29,284 

固定負債    

社債 2,775 4,925 

長期借入金 20,950 18,387 

リース債務 433 588 

繰延税金負債 89 94 

退職給付に係る負債 16,447 16,375 

製品保証引当金 5,469 4,523 

資産除去債務 142 143 

その他 22 31 

固定負債合計 46,330 45,069 

負債合計 74,526 74,354 

純資産の部    

株主資本    

資本金 17,823 17,823 

資本剰余金 7,738 7,738 

利益剰余金 29,100 32,764 

自己株式 △132 △138 

株主資本合計 54,529 58,188 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 2,653 4,007 

為替換算調整勘定 △556 △527 

退職給付に係る調整累計額 △2,621 △2,432 

その他の包括利益累計額合計 △524 1,047 

純資産合計 54,004 59,235 

負債純資産合計 128,530 133,589 
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（２）四半期連結損益及び包括利益計算書

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年12月31日) 

売上高 65,313 67,901 

売上原価 53,903 52,541 

売上総利益 11,409 15,360 

販売費及び一般管理費 8,887 9,307 

営業利益 2,521 6,052 

営業外収益    

受取利息 64 80 

受取配当金 239 264 

受取ロイヤリティー 72 50 

持分法による投資利益 178 289 

その他 131 137 

営業外収益合計 686 822 

営業外費用    

支払利息 318 240 

為替差損 618 22 

その他 246 176 

営業外費用合計 1,182 439 

経常利益 2,025 6,435 

税金等調整前四半期純利益 2,025 6,435 

法人税、住民税及び事業税 394 1,284 

法人税等調整額 83 198 

法人税等合計 477 1,483 

四半期純利益 1,548 4,952 

（内訳）    

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,548 4,952 

非支配株主に帰属する四半期純利益 － － 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 935 1,353 

為替換算調整勘定 △2,464 △11 

退職給付に係る調整額 193 189 

持分法適用会社に対する持分相当額 23 40 

その他の包括利益合計 △1,311 1,572 

四半期包括利益 236 6,524 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 236 6,524 

非支配株主に係る四半期包括利益 － － 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

 

（会計方針の変更）

 従来、在外連結子会社の収益及び費用は、決算日の直物為替相場により円貨に換算しておりましたが、第１四半

期連結会計期間より、期中平均為替相場により円貨に換算する方法に変更しております。 

 この変更は、近年在外子会社における収益及び費用の重要性が増しており、今後もその傾向が継続すると見込ま

れるなか、ここ数年の国際情勢の変化に伴い、短期的に著しい為替相場変動が起り得る状況を鑑み、当該期間の期

間損益を換算するに当たり、一時点の為替相場を用いるより当該期間の平均相場を用いることがより適正な情報開

示に資すると判断したために行ったものであります。この変更に伴い、前第３四半期連結累計期間及び前連結会計

年度については、当該会計方針の変更を反映した遡及適用後の数値を記載しております。

 この結果、遡及適用を行う前と比べて、前第３四半期連結累計期間の売上高が2,044百万円、営業利益が105百万

円、経常利益が74百万円、税金等調整前四半期純利益は74百万円、親会社株主に帰属する四半期純利益が66百万

円、それぞれ増加しております。

 また、前連結会計年度の期首の純資産に累積的影響額が反映されたことにより、利益剰余金の前期首残高は76百

万円増加し、為替換算調整勘定の前期首残高が同額減少しております。

 なお、セグメント情報に与える影響及び１株当たり情報に与える影響は、当該箇所に記載しております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

              （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他 

（注）１ 
合計 

調整額
（注）２ 

四半期連結
損益及び包
括利益計算
書計上額
（注）３ 

 
デバイス 
事業 

電装事業 
新エネルギー

事業 
計 

売上高                

外部顧客への売上高 22,682 33,251 7,004 62,938 2,374 65,313 － 65,313 

セグメント間の内部

売上高又は振替高 
4,602 19 － 4,621 － 4,621 △4,621 － 

計 27,285 33,270 7,004 67,560 2,374 69,935 △4,621 65,313 

セグメント利益又は 

損失（△） 
2,335 3,219 △761 4,792 21 4,814 △2,292 2,521 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ソレノイド事業等を含んで

おります。

２．セグメント利益又は損失の調整額△2,292百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用が

含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費等であります。

３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益と調整を行っております。
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Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成29年４月１日 至 平成29年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

              （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他 

（注）１ 
合計 

調整額
（注）２ 

四半期連結
損益及び包
括利益計算
書計上額
（注）３ 

 
デバイス 
事業 

電装事業 
新エネルギー

事業 
計 

売上高                

外部顧客への売上高 25,631 36,083 5,277 66,993 907 67,901 － 67,901 

セグメント間の内部

売上高又は振替高 
4,188 14 － 4,202 － 4,202 △4,202 － 

計 29,819 36,098 5,277 71,195 907 72,103 △4,202 67,901 

セグメント利益又は 

損失（△） 
3,412 6,428 △1,347 8,493 51 8,545 △2,492 6,052 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ソレノイド事業等を含んで

おります。

２．セグメント利益又は損失の調整額△2,492百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用が

含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費等であります。

３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントの変更等に関する事項 

（在外子会社の収益及び費用の換算方法の変更）

 「会計方針の変更」に記載のとおり、従来、在外連結子会社の収益及び費用は、決算日の直物為替相場

により円貨に換算しておりましたが、第１四半期連結会計期間より、期中平均為替相場により円貨に換算

する方法に変更しております。

 当該会計方針の変更は遡及適用され、前第３四半期連結累計期間については遡及適用後のセグメント情

報になっております。この結果、遡及適用を行う前と比べ、デバイス事業において前第３四半期連結累計

期間の売上高が656百万円、セグメント利益は20百万円それぞれ増加し、電装事業において前第３四半期

連結累計期間の売上高が1,380百万円、セグメント利益は84百万円それぞれ増加し、新エネルギー事業に

おいて前第３四半期連結累計期間の売上高が０百万円増加、セグメント損失は０百万円減少し、その他に

おいて前第３四半期連結累計期間の売上高が７百万円、セグメント利益は０百万円それぞれ増加しており

ます。
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